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流域と河川の概要（１）

－ 1 －

位置関係

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

気候

地形、地質、河道特性

水系名 河川名
区間延長

(km)
流域面積
(km2)

仁科川
水系

二級河川 仁科川 10.95
56.60二級河川 白川 1.60

二級河川 本谷川 1.80

宇久須川
水系

二級河川 宇久須川 3.34
29.33二級河川 大久須川 1.95

二級河川 赤川 2.60
安良里

浜川水系
二級河川

安良里浜川
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（松崎観測所：気象庁）

平均 1,966mm

参考：全国平均 1,718mm出典：気象庁HP

仁科川・宇久須川・
安良里浜川流域

※観測種目
◎：降水量、気温、風向、風速、日照時間、積雪の深さ
●：降水量、気温、風向、風速、日照時間
●：降水量

地形分類図 表層地質図
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図 流域概要

•出典：土地分類基本調査

•地形分類図1/5万、1981年

•出典：土地分類基本調査

•地形分類図1/5万、1981年 図 仁科川・宇久須川・安良里浜川における縦断図

図 年間平均気温図（松崎観測所）

図 年間平均降雨量の推移（松崎観測所）



図 保安林の指定状況

流域と河川の概要（２）

－ 2 －

土地利用

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

関連法案

産業

人口

歴史・文化

昭和５１年

平成２１年

仁科川
流域

宇久須川
流域

宇久須川
流域

安良里浜川
流域

：田・畑

：市街地

：山林

：荒地

：その他
仁科川
流域

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和51年

平成21年

3.1％1.5％ 93.7％ 1.7％

1.5％2.4％ 89.4％ 6.7％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和51年
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4.9％1.1％ 91.8％ 1.7％0.5％

3.0％1.7％ 90.8％ 2.9％1.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和51年

平成21年

田・畑 市街地 山林 原野 その他

2.2％0.9％ 94.0％ 0.2％2.7％

0.9％1.1％ 95.4％ 0.4％2.2％

：田・畑

：市街地

：山林

：荒地

：その他

図 土地利用の変遷 資料：国土数値情報
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出典：黄金崎クリスタルパークHP

ガラス業温泉宿泊業

図 天保国絵図 伊豆国

図 宇久須港の様子

図 砂防指定地の指定状況

安良里浜川
流域

図 産業別就業人口の推移（西伊豆町）

資料：国勢調査結果 (S40～H22)

出典：西伊豆町観光協会HP

図 産業大分類別就業人口（西伊豆町）
資料：国勢調査結果 (H22)

出典：国土地理院 古地図コレクション

出典：静岡県土木史

図 カツオの水揚げの様子
（昭和20年代）

出典：賀茂村沿革誌

出典：あらりのいるか漁編

図 イルカ漁の様子（昭和30年代）

■ 仁科川

■宇久須川

■安良里浜川



流域と河川の概要（３）

－ 3 －

治水の概要

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

■ 仁科川

■宇久須川 ■安良里浜川

表 主な水害年表

年月日 事象 河川 原因 内 容
観測雨量(mm)

時間雨量 日雨量

S33.9.26
狩野川
台風

仁科川 外水

仁科川の堤防が決壊した。
西伊豆町内の家屋において、全壊2棟、半壊
18棟、流出4棟、床上浸水113棟、床下浸水
412棟の被害が発生した。 西伊豆町史 55

(石廊崎)
174.6

(石廊崎)

宇久須川 外水

堤防決壊が25箇所、山林崩壊80箇所発生。負
傷者3人、全壊家屋2戸、半壊家屋23戸、流出
家屋4戸、床上浸水185戸、床下浸水134戸の
被害 が発生した。 賀茂村沿革史

S36.6.28 豪雨

宇久須川 外水
浸水面積63ha、流失18棟、床上浸水570棟、
床下浸水210棟の被害が発生した。

賀茂村沿革史 73

(石廊崎)

426.7

(石廊崎)
安良里
浜川 外水

向田橋が流出し、浜川護岸が決壊する被害が
発生した。 賀茂村沿革史

H25.7.18 豪雨

仁科川 内水
仁科川流域で、床下浸水５戸の被害が発生し
た。 水害統計

90
(仁科峠)

184
(仁科峠)

宇久須川 内水
半壊家屋1戸、床上浸水8戸、床下浸水61戸の
被害が発生した。 水害統計 98

(宇久須)

200

(宇久須)安良里
浜川 外水

床上浸水28戸、床下浸水160戸の被害が発生
した。 水害統計

年 治水事業の沿革

S20

S30

S40

S50

S60

H10

H25

仁科川
S4 仁科川二級河川指定

（旧河川法）

S33 狩野川台風（戦後最大
被害）

S40 河川局部改良事業全
体計画（第1期）を策定

S51 集中豪雨
S57 台風5号

S60 河川局部改良事業全
体計画（第2期）を策定 改修
工事の実施（河積の拡大）

H9  仁科川水系工事実施基
本計画策定

H15 津波対策（第3次想定）
河川堤防の嵩上げに
よる対策（0.0k～0.6ｋ）

H25 集中豪雨

宇久須川

S25 宇久須川

二級河川指定 （旧河川法）

S33 狩野川台風（戦後最大被
害）

⇒宇久須川 災害関連事業を
実施（L=2240m)
S36 集中豪雨

⇒大久須川 災害関連事業を
実施（L=1550m)

H25 集中豪雨

安良里浜川

S36 集中豪雨

⇒安良里浜川 災害
復旧事 業を実施

S38 安良里浜川
二級河川指定
（旧河川法）

H25 集中豪雨

その他事業

S34 仁科川・白川
砂防堰堤整備

H25 安良里浜川
砂防堰堤の整備

H25 安良里浜川
災害関連緊急
砂防事業に着手

表 治水沿革□治水事業の沿革

堤防高相当流下能力 余裕高考慮流下能力 流量規模（確率1/50）
流量規模（確率1/30） 流量規模（確率1/10） 流量規模（確率1/5)
流量規模（確率1/2)



流域と河川の概要（４）

－ 4 －

過去の津波被害

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

これまでの津波対策

津波浸水区域

安政東海地震
推定津波浸水域安良里浜川

波切不動尊

資料：静岡県第4次地震被害想定

慶長地震
遡上地点

安政東海地震
遡上地点

宇久須川

宇久須川

安良里浜川

安良里浜川

図 L1津波浸水図

港湾施設の津波対策
L=1031m
現況堤防高T.P+6.0m

漁港施設の津波対策
L=761m
現況堤防高T.P+3.6m～4.6ｍ

漁港施設の津波対策
L=615m
現状堤防高T.P+6.1m

河口部津波対策水門
T.P+3.57m

漁港施設の津波対策
L=565.7m
現況堤防高T.P+5.0ｍ～6.4m

河川津波対策
現況堤防高T.P+3.7～4.5m

河川津波対策
現況堤防高T.P+6.0m

図 L2津波浸水図

資料：静岡県第4次地震被害想定

図 津波対策施設の整備状況

明応地震
仁科川2.0km
（大堰）付近

安政東海震
河口部より
400m程度

慶長地震
仁科川
1.4km付近

図 津波遡上位置

図 浸水範囲図

仁科川
宇久須川

安良里浜川
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流域と河川の概要（５）

－ 5 －

河川の利用

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

生息する水生生物

水質

表 許可水利権一覧表

水系名 河川名 目 的 取水量[m3/s]

仁科川

仁科川 発電 0.473

仁科川 発電 1.390

仁科川 発電 1.950

白川 雑用水 0.140

宇久須川
宇久須川 雑用水 0.080

大宇久須川 雑用水 0.090

資料：許可水利権台帳

魚種 対象区間 対象期間

アユ 仁科川0.0k付近の基点より、全川 6/１～12/31

アマゴ 仁科川0.0k付近の基点より、全川 3/１～10/14

オイカワ 仁科川0.0k付近の基点より、全川 6/１～3/31

ウナギ 仁科川0.0k付近の基点より、全川 5/１～12/31

沿川の様子

遊歩道・桜堤の様子

リバーフレンドシップ（宇久須川）

リバーフレンドシップ（大久須川）

わさび漬け作り体験

仁科川宇久須川

安良里浜川

河川沿川の桜並木

仁科川

図 BOD（生物化学的酸素要求量）の経年変化
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図 西伊豆町の合併処理浄化槽整備率
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資料：広報にしいずアユの放流

岩谷戸地区の百八灯

◆合併処理浄化槽整備率（現状） 設置戸数（現状）
◆合併処理浄化槽整備率（目標） 設置戸数（目標）

□合併処理槽整備状況

□水質

鮎釣り

仁科川

ニホンウナギ

カマキリ

環境省：VU 静岡県: NT

環境省：EN

タカハヤ

オオクチユゴイ

静岡県：要注目種

静岡県：要注目種
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春
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全県 地域別

ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ○ ○ ○ ○ EN

コイ目 コイ科 オイカワ ○ ○ ○

タカハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ N-Ⅱ N-Ⅱ/★

ウグイ ○ ○ ○

ドジョウ科 ドジョウ ○ DD

サケ目 アユ科 アユ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サケ科 サツキマス（アマゴ) ○ ○ ○ ○ NT N-Ⅱ N-Ⅱ/★

カサゴ目 カジカ科 カマキリ（アユカケ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU NT NT

スズキ目 ユゴイ科 オオクチユゴイ ○ N-Ⅲ N-Ⅲ

ボラ科 ボラ ○ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 ボウズハゼ ○ ○ ○

ミミズハゼ ○ ○ ○

スミウキゴリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウキゴリ属の一種 ○ ○

ビリンゴ ○ N-Ⅱ N-Ⅱ

マハゼ ○

シマヨシノボリ ○ ○ ○ ○

ルリヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴクラクハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヌマチチブ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フグ目 フグ科 クサフグ ○ ○ ○ ○

8種 8種 9種 9種 10種 3種 5種 3種 4種 2種 2種 1種 1種 8種 7種 2種 4種 1種 0種 1種 5種 0種 0種 5種

5種
5種 5種

16種 10種
4種6目 10科 21種

重要種

環境省
RL

静岡県 RDB宇久須川仁科川

現地調査確認種・個体数

目名 科名 種名



治水計画（河道計画）の概要（１）

－ 6 －

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

計画諸元 静岡県における計画規模決定の指標

河道計画

津波対策

河川名 基準地点
基本高水の
ピーク流量

河道への
配分流量

仁科川 築地橋 660 660

宇久須川 宇久須 400 400

安良里浜川 新浜川橋 65 65

河川名 地点名
河口からの
距離（km）

計画高水位
（T.P.m)

川幅
(m)

摘要

仁科川
築地橋 0.83 +4.71 55 基準地点

河口 0.00 +10.6※ -

宇久須川
宇久須 1.47 +14.77 27.5 基準地点

河口 0.00 +8.20※ -

安良里浜川
新浜川橋 0.41 +7.87 6.2 基準地点

河口 0.00 +5.10※ -基本高水のピーク流量等一覧表（単位：m3/s）
(注)T.P. ：東京湾中等潮位
※：計画津波水位

（1）基本高水並びにその河道への配分に関する事項

（2）主要な地点における計画高水流量に関する事項 （3）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に関わる川幅に関する事項

基本高水のピーク流量は、既往の洪水や河川の規模、流域内の資
産・人口等を踏まえ、県内の他河川とのバランスや既往の治水施設の
整備規模を考慮し、

(仁科川)
計画高水流量は、基準地点
築地橋において基本高水の
ピーク流量と同じ660m3/s
とする。

基準地点における計画高水位及び計画横断形に関わる概ねの川幅は、次表のとおりとする。

（仁科川）計画降雨強度 78.7ｍｍ/ｈｒ水系名
仁科川

水系

宇久須川
水系

安良里

浜川水系

計画規模

年超過

確率

１/50

年超過

確率

１/30

年超過

確率

１/30

計画降雨

(時間雨量)
78.7mm 73.1mm 73.1mm

洪水到達

時間

築地橋

109分

宇久須

58分

新浜川橋

32分

計画

基準点

築地橋

地点

宇久須

地点

新浜川橋

地点

河川の整備の基本となるべき事項

(宇久須川)
計画高水流量は、基準地点
宇久須において基本高水の
ピーク流量と同じ400m3/s
とする。また、主要地点の
河口において430m3/sとす
る。

(安良里浜川)
計画高水流量は、基準地点
新浜川橋において基本高水
のピーク流量と同じ65m3/s
とする。

宇久須川
安良里浜川

仁科川

評価指標 各指標の上限値 対象河川

基準重要度
C級

1/30 1/50 1/100

仁科川
宇久須
川

安良里
浜川基準重要度

D級
1/30 1/50

流 域 面 積
（km2）

50 600 600以上 56.6 29.3 3.5

氾濫区域面積
（ha）

1,000 20,000
20,000
以上

430 176 7

想定
氾濫
区域

人口
（千人）

30 250 250以上 1.9 0.6 1.2

資産
（億円）

300 30,000
30,000
以上

373 122 67

計画高水流量配分図

1時間雨量年最大値（気象庁三島測候所）

（宇久須川・安良里浜川）計画降雨強度 73.1ｍｍ/ｈｒ

▽HWL TP+3.49m

仁科川 代表断面図（0.60k）
県道

治水上支障のない範囲で
河岸の砂州を許容する。

河床を下げる区間では澪筋や
砂州など現状の河床の多様性
を保全する。

(仁科川)
年超過確率1/50規模の降雨による洪水を対象として、基準地点築地
橋において660m3/sとし、これを河道へ配分する。

(宇久須)
年超過確率1/30規模の降雨による洪水を対象として、基準地点宇久
須橋において400m3/sとし、これを河道へ配分する。

(安良里浜川)
年超過確率1/30規模の降雨による洪水を対象として、基準地点新浜
川橋において65m3/sとし、これを河道へ配分する。

宇久須川 代表断面図（1.30k） 安良里浜川 代表断面図（0.35k）

治水上支障の
ない範囲で河
岸の砂州を許
容する。

河床を下げる区間で
は澪筋や砂州など現
状の河床の多様性を
保全する。

既往計画を踏まえ、現況河道の法線を尊重した平面計画とする。

現況河道法線を尊重した平面計画とする。

現況河道法線を尊重した平面計画とするが、川幅が狭い区間は河
道拡幅を行う。

■縦断計画： ■横断計画：

HWLは堤内地盤高相当を基本とする。

現況堤防高と堤内地盤高の比高差が大き
く、破堤時の災害リスクが高いことから、現
況河床高や堤内地盤高さ、既設構造物等
を踏まえ、可能な限りHWLを下げる。

現況の河床勾配を尊重する。
河口水門の河床高をｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟｲﾝﾄとする。
河床掘削にあたり、現況河床に対し過
度な河床掘削とならないよう配慮する。

川らしい良好な自然環境を形成

するために、可能な限り河床幅

を確保することを基本とする。

河床掘削を基本とするが、計画
流量に対し断面が不足する区間
について河道拡幅を行う。

河床掘削を基本とするが、計画
流量に対し断面不足区間は河
道拡幅を行う。

洪水処理方式は、河道改修方式とする。
■平面計画：

治水上支障の
ない範囲で河
岸の砂州を許
容する。

必要最低限の構造物により河
床の安定を確保しながら三面
張りを解消し自然河床にする
ことで、自然の営力による澪
筋の形成を促し、魚類等の成
育・生息環境に配慮

▽HWL TP+6.18m▽HWL TP+12.38m

 河川津波対策に関しては、静岡県第４次地震被害想定に基づく「レ

ベル１の津波」を「計画津波」とし、「計画津波」に対して人命や

財産を守るため、地域特性を踏まえて行う海岸等における防御と一

体となって、津波災害を防御する。

 発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす

「最大クラスの津波」に対しては、施設対応を超過する事象とし

て、住民等の生命を守ることを最優先とし、関係自治体との連携に

より、土地利用、避難施設、防災施設などを組み合わせた津波防災

地域づくり等と一体となって減災を目指す。

 「計画津波」対策の実施にあたっては、地域特性を踏まえ、海岸利

用や景観に配慮するものとする。



項 目 仁科川水系工事実施基本計画（H9.1） 仁科川水系河川整備基本方針（原案） 備 考

計画規模 1/50 1/50 計画規模に変更はない。

流域面積 58.39km2 56.60km2 流域界を精査した結果、変更した。

計算手法 合理式 合理式 流出計算手法に変更はない。

計画降雨
70.0mm/hr

（三島測候所）

78.7mm/hr

（三島測候所）

工事実施基本計画では、昭和56年度に策定され
た降雨強度式を用いているが、河川整備基本方
針では平成23年度版の降雨強度式を採用した。

基準地点

計画基準点：築地橋 計画基準点：築地橋 主要地点として河口を新たに設定した。

流量配分

（計画高水流量）

計画降雨の変更に伴い、基準地点における基本
高水のピーク流量を600ｍ3/ｓから660ｍ3/ｓに変
更。

全量河道へ配分する。

工事実施基本計画に対し、計画降雨等を変更し、主要地点を新たに設定した。

治水計画（河道計画）の概要（２）

－ 7 －

工事実施基本計画との比較

築地橋

河口

築地橋

■基準地点

●主要地点

■基準地点

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

600
駿
河
湾

■築地橋

白川 本谷川

仁科川



治水計画（河道計画）の概要（３）
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床
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固
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築
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浜
橋

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

頭
首
工

仁科川代表断面図
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計画高水流量580m3/s計画高水流量660m3/s

距離(m)

▽HWL TP+3.49m
県道

洪水処理方式は、河道改修方式とする。
■平面計画：
既往計画を踏まえ、現況河道の法線を尊重
した平面計画とする。

■縦断計画：
HWLは堤内地盤高相当を基本とする。

■横断計画：

川らしい良好な自然環境を形成するために、

可能な限り河床幅を確保することを基本とする。

代表断面図イメージ図（0.60k）

仁科川 計画縦断図
仁科川計画縦断図 ※河川管理区間の

起点は10.95k

【河川環境における配慮事項】
■治水上支障のない範囲で河岸の砂州を許容する。
■河床を下げる区間では澪筋や砂州など現状の河床
の多様性を保全する。
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治水計画（河道計画）の概要（４）

－ 9 －

神
田
橋

鳥
居
橋

法
運
寺
橋

新
宇
久
須
橋

取
水
堰
1

宇
久
須
橋

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

取
水
堰
2

取
水
堰
3

大
沢
橋

大
久
須
川

赤
川

計画高水流量
430m3/s

計画高水流量
400m3/s

計画高水流量
240m3/s

計画高水流量
170m3/s

不
動
尊
川

代表断面図イメージ図（1.30k） 洪水処理方式は、河道改修方式とする。
■平面計画：
現況河道法線を尊重した平面計画とする。

■縦断計画：
現況堤防高と堤内地盤高の比高差が大きく、破堤時の災害リスクが高
いことから、現況河床高や堤内地盤高さ、既設構造物等を踏まえ、可能
な限りHWLを下げる。

■横断計画：
河床掘削を基本とするが、計画流量に対し断面が不足する区間
について河道拡幅を行う。

河川管理区間起点
3.34k

宇久須川 計画縦断図

宇久須川代表断面図

宇久須川計画縦断図

【河川環境における配慮事項】
■治水上支障のない範囲で河岸の砂州を許容する。
■河床を下げる区間では澪筋や砂州など現状の河床の多様性を保全する。



治水計画（河道計画）の概要（５）

－ 10 －

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

代表断面イメージ図（0.35k）
洪水処理方式は、河道改修方式とする。
■平面計画：

現況河道法線を尊重した平面計画とするが、川幅が狭い区間は河道拡幅を行う。
■縦断計画：
現況の河床勾配を尊重する。
河口水門の河床高をｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟｲﾝﾄとする。
河床掘削にあたり、現況河床に対し過度な掘削深とならないよう配慮する。

■横断計画：
河床掘削を基本とするが、計画流量に対し断面不足区間は河道拡幅を行う。

安良里浜川代表断面図

安良里浜川計画縦断図

浜川浜橋 浜川橋 向田橋 龍泉寺橋
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計画高水流量
65m3/s

河川管理区間起点
0.80k安良里浜川 計画縦断図

【河川環境における配慮事項】
■治水上支障のない範囲で河岸の砂州を許容する。
■必要最低限の構造物により河床の安定を確保しながら、三面張りを解消し自然河床にする

ことで、自然の営力による澪筋の形成を促し、魚類等の生息・成育・繁殖環境に配慮する。



河川区分と代表地点

正常流量検討の概要（１）

－ 11 －

必要流量検討項目

•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

河川名 河川区分 区間区分の理由

仁科川

A区間：河口～1.0k 平地部（周辺土地利用：市街地）、河床勾配は1/560、
感潮区間はわずか

B区間：1.0k～4.8k 勾配変化点近傍、流況が変化、河床勾配は1/120～1/100

C区間：4.8k～10.95k 勾配変化点近傍、急勾配区間、河床勾配は1/60～1/30

宇久須川

A区間：河口～0.3km付近(新宇久須橋) 感潮区間による区分

B区間：0.3km付近～大宇久須川合流 流入支川による区分

C区間：大久須川合流～赤川合流部 流入支川による区分

D区間：赤川合流部～宇久須川上流端 流入支川による区分

安良里浜川

A区間：河口～浜川浜橋(安良里水門) 感潮区間による区分

B区間：浜川浜橋～0.6k付近 河道状況による区分

C区間：0.6k付近～安良里浜川上流端 河道状況による区分

A区間

B区間

C区間

項目 河川の状況
検討
対象

1 動植物の生息地又
は生育地の状況

重要種が確認されている。
流量減によって生息・移動・産卵環境が減少する。
魚類の生息・生育に必要な流量を算定する。

○

2 景観
流量減によって河床が露出し、川らしい景観が保てなくなる。
河川を眺める機会が多い地点について、良好な河川景観を
保持できる流量を算定する。

○

3 流量の清潔の保持

仁科川には環境基準が設定されていないが、西伊豆町によ
る測定結果では、概ねB類型水質基準3.0 mg/lを満足してい

る。また、西伊豆町では、将来にわたって水質悪化の懸念
性は低いと判断されるため、必要流量は設定しない。

－

4 舟運
日常定期的な舟運は行われていないため、必要流量は設
定しない。

－

5 漁業
「動植物の生息地または生育地」において必要流量が満足
すればこの項目についても満足されるため、必要流量の設
定はしない。

－

6 塩害の防止
塩害が発生するような河道特性は有しておらず、これまで塩
害は発生していないため、必要流量の設定はしない。

－

7 河口閉塞の防止
河口部に漂砂の堆積が生じているが、維持浚渫等を適宜実
施しており、将来的にも維持管理を継続することで必要流量
は設定しない。

－

8 河川管理施設の保護
水位維持が必要な重要構造物は存在しないため、必要流
量は設定しない。

－

9 地下水位の維持
これまで地下水の取水障害は発生していないため、必要流
量は設定しない。

－

10 観光
流量減が影響するような観光はないため、必要流量は設定
しない。

－

11 人と河川のとの
豊かな触れ合いの保護

住民等の日常的な自然との触れ合い活動の場として利用さ
れているが、「動植物の生息地または生育地の状況」及び
「景観」が満たされれば確保されるため、必要流量は設定し
ない。

－

表 必要流量の検討項目

表 河川区分

図 河川区分図

代表地点 距離 代表地点設定理由

築地橋 0.83km 水位観測所が設置されており、基準点（案）でもある。

宇久須（法運寺橋） 1.46km 水位観測所が設置されており、基準点（案）でもある。

新浜川橋 0.42km 基準点（案）であり、低水管理が容易である。

表 低水管理上の代表地点

凡例

● 代表地点

河川区分

距離標

河川管理区間起点

流域界

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

A区間

B区間 C区間

D区間

築地橋
（0.83k）

A区間
B区間

C区間

新浜川橋
（0.41k）

法運寺橋
（1.47k）



河川
河川
区分

検討
地点

勾配
必要水深
（cm）

必要流速
（cm/s）

必要流量（m3/s）
時期

水深 流速

仁科川

A 0.6k 1/400

20 10 1.162 0.007 1月～4月

20 10 1.162 0.007 5月～6月

20 10 1.162 0.007 7月～9月

30 60 2.782 2.731 10月～12月

B 3.0k 1/200

15 ‐ 0.427 ‐ 1月～4月

20 10 0.900 0.002 5月～6月

20 10 0.900 0.002 7月～9月

15 ‐ 0.427 ‐ 10月～12月

C 6.2k 1/40

15 ‐ 0.278 ‐ 1月～4月

15 ‐ 0.278 ‐ 5月～6月

20 10 0.650 0.003 7月～9月

15 ‐ 0.278 ‐ 10月～12月

宇久須川

B 0.4k 1/100

15 ‐ 0.236  1月～4月、9月

20 10 0.494 5月～8月

30 60 1.397 10月～12月

C 1.6k 1/60

15 ‐ 0.237 1月～4月、9月

20 10 0.532 5月～8月

30 60 1.439  10月～12月

D 2.7k 1/50
10 ‐ 0.077 1月～4月、9～12月

20 10 0.674 5月～8月

安良里
浜川

B 0.25k 1/45 15 ‐ 0.142 1月～12月

C 0.62k 1/45 15 ‐ 0.728 1月～12月

項目別必要流量検討
（動植物の生息地又は生育地の状況）

正常流量検討の概要（２）

－ 12 －

•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

魚類 河川区分 瀬との係わり等

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 仁Ａ 瀬に産卵する

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 仁Ａ、Ｂ、宇B、C、D 瀬に産卵する

ｱﾏｺﾞ 仁Ｂ、Ｃ 瀬に生息・移動する

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ 仁Ｃ 瀬に産卵する

ｱﾕ 仁Ａ～Ｃ、宇安Ｂ、Ｃ 瀬に産卵、生息・移動する

ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ 宇B 海で産卵し、瀬を移動する

ｶﾏｷﾘ 宇B 海で産卵し、瀬を移動する

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 宇安B、C、D 瀬で産卵する

表 代表魚種の選定

図 検討地点位置図

表 魚類からみた必要流量

表 月別の代表魚種の移動に必要な水深・流速と必要流量

凡例

検討地点

距離標

河川管理区間起点

流域界

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

※有識者ヒアリングにより
魚類の移動のみの検討とする。

ヌマチチブ

ニホンウナギ

カマキリ

アマゴ

アユ

ボウズハゼ

■安良里浜川

産卵
移動

河川の
縦断区分

必要水深
(cm)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 期間 魚類
必要水深

(cm)

0

0

0

河川の
縦断区分

必要流速
(cm/s)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 期間 魚類
必要流速
(cm/s)

0

0

0

5～8月
7～9月

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

10
10

7～9月
10～11月

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵
ｱﾏｺﾞ産卵

10
30

7～9月
通年

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵
ｱﾕ、ｱﾏｺﾞ移動

20
15

1～6月
5～8月
7～9月
10～12月

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

ｱﾕ産卵

10
10
10
60

1～6月
5～8月
7～9月
10～12月
通年

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

ｱﾕ産卵
ｱﾕ移動

20
20
20
30
15

5～8月
7～9月
通年

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵
ｱﾕ、ｱﾏｺﾞ移動

20
20
15

B区間

40

30

20

10

A区間

10

20

30

40

60

C区間

40

30

20

10

30

20

10

40

50

C区間 30

20

10

60

50

40

B区間 30

20

10

60

50

40

A区間

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵
ｱﾕ産卵

ｱﾕ移動

ｱﾕ産卵

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

ｱﾕ、ｱﾏｺﾞ移動

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵
ｱﾕ、ｱﾏｺﾞ移動

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ産卵

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ産卵

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ産卵

ｱﾏｺﾞ産卵

河川の
縦断区分

必要水深
(cm)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 期間 魚類
必要水深

(cm)

0

0

0

河川の
縦断区分

必要流速
(cm/s)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 期間 魚類
必要流速
(cm/s)

0

0

0

河川の
縦断区分

必要水深
(cm)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 期間 魚類
必要水深

(cm)

0

0

通年
通年

ｱﾕ移動
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動

15
10

通年
通年

ｱﾕ移動
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動

15
10

60
10
10

5～8月 ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵 10

30
15
20
20
10
10
10
10

10～12月
通年

5～8月
5～8月
通年
通年
通年
通年

ｱﾕ産卵
ｱﾕ移動

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ産卵
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ移動
ｶﾏｷﾘ移動

10～12月
通年

5～8月
5～8月
通年
通年

ｱﾕ産卵
ｱﾕ移動

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ移動

30
15
20
20
10
10

5～8月
5～8月
通年
通年

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ移動

20
20
10
10

10～12月
5～8月
5～8月

ｱﾕ産卵
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

60
10
10

10～12月
5～8月
5～8月

ｱﾕ産卵
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵
ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

30

20

10

B区間

40

C区間

40

30

20

10

20

10

D区間

30

40

B区間

60

50

40

30

20

10

20

10

C区間 30

60

50

40

D区間

60

50

40

30

20

10

B区間

40

30

20

10

D区間

40

30

20

10

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

ｱﾕ産卵

ｱﾕ移動

ｱﾕ移動

ｱﾕ産卵

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

ｱﾕ移動

ｱﾕ産卵

ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ、ｶﾏｷﾘ、ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ移動

ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ、ｶﾏｷﾘ、ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ移動

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ、ｶﾏｷﾘ、ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ移動

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ産卵

ｱﾕ産卵

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類産卵

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動

ｱﾕ移動

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類移動

■ 仁科川 ■宇久須川



項目別必要流量検討（景観）

正常流量検討の概要（３）

－ 13 －

•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

A区間

B区間

C区間

見かけの河川幅 B

水面幅 W

見かけの河川幅 B

水面幅 W

見かけの河川幅 B

水面幅 W

河川
区分

検討地点 W/B 見かけの川幅
B（m）

必要水面幅
W（m）

必要流量
（m3/s）

仁科川

A区間 0.3k 0.2 57.0 11.4 0.154

B区間 4.3k 0.2 43.7 8.7 0.217

C区間 8.8k 0.2 19.0 3.8 0.051

宇久須川

B区間 0.4k 0.2 32.3 6.5 0.164

C区間 1.6k 0.2 17.9 3.6 0.100

D区間 2.6k 0.2 16.4 3.5 0.223

安良里浜川 C区間 0.7k 0.2 9.3 1.9 0.082

浜橋（0.3k付近）

一色橋（4.3k付近）

西の橋（8.8k付近）

表 景観から見た必要流量

図 検討地点位置図

凡例

検討地点

河川区分

河川管理区間起点

流域界

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

鳥居橋（1.77ｋｍ）

新宇久須橋（0.4ｋ付近）

見かけの河川幅B

水面幅W

見かけの河川幅B

水面幅W

鳥居橋（1.6ｋ付近）

見かけの河川幅B

水面幅W

神田橋（2.6ｋ付近）広尾橋（0.65ｋ付近）

見かけの河川幅B

水面幅W

B区間
C区間

D区間

A区間

C区間

A区間

B区間

■ 仁科川 ■宇久須川

■安良里浜川



0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

流
量

(
m³
/s
)

km

大
堰

山
本
河
原
堰

代表地点

A区間 B区間 C区間

維持流量の検討結果

正常流量検討の概要（４）

－ 14 －

•現段階において、正常流量は設定しないこととする。

図 正常流量設定イメージ

まとめ

表 期間別維持流量
Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

河口～1.0.k 1.0k～4.8k 4.8k～10.95k
0.6ｋ 3.0ｋ 6.2ｋ

1月～4月 1.162 0.427 0.278
5月～6月 1.162 0.900 0.278
7月～9月 1.162 0.900 0.650
10月～12月 2.782 0.427 0.278

0.3ｋ 4.3ｋ 8.8ｋ
0.154 0.217 0.051

1.162(魚類) 0.427(魚類) 0.278(魚類)
1.162(魚類) 0.900(魚類) 0.278(魚類)
1.162(魚類) 0.900(魚類) 0.650(魚類)
2.782(魚類) 0.427(魚類) 0.278(魚類)

期間等項目

1
動植物の生息地または

生育地の状況

2 景観

検討地点

検討地点
必要流量

必
要
流
量

区間別維持流量

1月～4月
5月～6月
7月～9月

10月～12月

維持流量 正常流量 動植物の生育地又は生息地の状況からの必要流量 景観からの必要流量 代表地点

（参考）仁科川現況流量（観測日：H28.6.6 ）

河川区分 検討断面 断面積（m2） 平均流速（m/s） 流量（m3/s）

A区間 0.8k付近 2.68 0.64 1.460

B区間 3.2k付近 2.97 0.58 1.730

C区間 8.8k付近 2.61 0.52 1.370

【静岡県】 仁科川水系、宇久須川水系、安良里浜川水系

距離 魚類
2.70 0.08
1.60 1.44
0.40 1.40

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

流
量
(m
³
/s
)

km

赤
川

大
久
須
川

養
鱒

第
二
入
谷
川
堰

入
谷
川
頭
首
工

宮
下
頭
首
工

神
田
頭
首
工

上
河
原
頭
首
工

大
久
保
頭
首
工

月
原
頭
首
工

中
村
頭
首
工

開
戸
頭
首
工

坂
本
頭
首
工

代表地点

B区間A区間 C区間 D区間

Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間 D区間
河口～0.3ｋ付近 0.3ｋ付近～大久須合流 赤川合流～大久須合流 赤川合流～上流端

- 0.4k 1.6k 2.7k
1月～3月 - 0.236 0.237 0.077
4、9月 - 0.494 0.537 0.674
5月～8月 - 0.236 0.237 0.077
10月～12月 - 1.397 1.439 0.077

- 0.4k 1.6k 2.6k
- 0.164 0.100 0.223
- 0.236(魚類) 0.237(魚類) 0.223(景観)
- 0.494(魚類) 0.537(魚類) 0.674(魚類)
- 0.236(魚類) 0.237(魚類) 0.223(景観)
- 1.397(魚類) 1.439(魚類) 0.223(景観)

区間別維持流量

1月～3月
4、9月

5月～8月
10月～12月

2 景観
検討地点
必要流量

項目 期間等

1
動植物の生息地または

生育地の状況

検討地点

必
要
流
量

Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間
河口～浜川浜橋 浜川浜橋～0.6k 0.6k～上流端

- 0.3k 0.6k

必要
流量

1月～12月 - 1.140 0.730

- 0.7k -
- 0.082 -
- 1.140(魚類) 0.730(魚類)区間別維持流量 1月～12月

2 景観
検討地点
必要流量

項目 期間等

1
動植物の生息地または

生育地の状況

検討地点

■ 仁科川

■宇久須川

■安良里浜川

■ 仁科川（10月）

■宇久須川（10月～12月）

■安良里浜川（5月～9月）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0

流
量

(m
3 /
s)

km

Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

代表地点

本
谷
川

白
川

川
金
川

第
一
発
電
所
取
水

第
二
発
電
所
取
水

第
三
発
電
所
取
水

第
一
発
電
所
放
水

第
二
発
電
所
放
水

第
三
発
電
所
放
水

柿
島
養
魚
場

大
上
用
水
取
水
・還
元

大
之
田
用
水
取
水

小
田
堰
取
水

中
地
区
取
水
・一
色
地
区
還
元

大
堰
用
水
取
水
・
大
之
田
用
水
還
元

大
堰
用
水
・小
田
堰
還
元

大
沢
里
地
区
取
水

一
色
地
区
取
水
・
大
沢
里
地
区
還
元

仁
科
地
区
取
水
・
中
地
区
還
元


